
親子ものづくり体験で科学と工作の楽しさを学びました！

半田市では「みんなでいっしょに大作戦」を合言葉に、市民のみなさんと力を合わせて、
より住みやすいまちにしていくことを目指しています。
このコーナーでは、さまざまな取り組みをされている市民のみなさんの顔とともに、
その取り組みの様子をお届けします。
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コミュニティ・スクールの紹介 亀崎中学校
　市内の小中学校では、「コミュニティ・スクール制度」（保護者や地域住
民のみなさんと子どもたちを育てていく仕組み）を取り入れています。
　亀崎中学校では、今年度、「亀崎思いやり応援隊ジュニア
(KOOジュニア)」が誕生しました。KOOジュニアは、生徒会執行
部が地元亀崎のボランティア団体「亀崎思いやり応援隊（ＫＯＯ）」
と一緒に地域のためにボランティア活動をしようと全校に呼び
かけたものです。現在、６４名が入隊しています。高齢者宅の庭
の草取り、網戸の張り替え、公共施設の掃除などの活動を行っ
ています。KOOの方々に作業の仕方を教えていただいたり、依
頼主の方に喜んでいただいたりして地域の方との交流も深まり
ました。これからも、地域とともにある学校を目指して、亀中生
が地域の一員として貢献できる活動を進めます。

　１月１８日（土）「親子ものづくり体験教室」が雁宿ホー
ルで開催され、市内の小学校３年生～６年生の児童約６
０人とその保護者が参加しました。
　この取り組みは、半田市少年少女発明クラブがより
多くの子どもたちに“科学”に興味をもってもらい、創作
工夫の楽しさを体験してもらうともに、ものづくりを通
して親子のコミュニケーションを図ってもらおうと半田
工業高等学校とコラボで企画したものです。
　“静電気”をテーマに行われた親子ものづくり体験教
室では、はじめに半田工業高等学校の生徒が静電気に
興味関心を持ってもらうため、静電気クイズと工業高

校の生徒自らヒー
ローと悪役に扮し
たショーでわかり
やすい説明の後、
静電気発生器具を利用した実験が行われました。
　続いてプラカップ、荷づくりヒモなど身近にある材料を用いて、静
電気の力でカップがくるくる回る「フランクリンモータ」とふわふわ浮
く「電気クラゲ」の工作が行われました。参加した子どもたちが作りや
すいように、半田工業高校の生徒と発明クラブの指導員が、手作り
の工作キットを用意。子どもたちは目をキラキラさせて、保護者と一
緒に工作を楽しんでいました。
※この事業は、令和元年度半田市市民活動助成金対象事業です。

▲モーターうまく回るかな？

▲電気クラゲが浮いた！

今回の大作戦でいっしょに取り組んだみなさん

・半田市少年少女発明クラブ
・半田工業高等学校
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